
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
一
八
二
○
～
一
九
一
○
年

の
九
○
年
間
、
最
盛
期
の
大
英
帝
国
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
を
生

き
た
傑
出
し
た
女
性
で
あ
る
。

原
著
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
没
後
間
も
な
い
一
九
一
三
年
に
出
版
さ

れ
、
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
が
翻
訳
は
八
○
年
ぶ
り
で
あ

る
。
二
○
数
年
前
に
私
は
原
著
を
手
に
入
れ
、
看
護
関
係
の
出
版
社
に

あ
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
シ
ベ
リ
ア
の
ラ
ー
ゲ
ル
の
き
び
し
い
条

件
の
下
で
、
木
彫
家
の
手
で
つ
く
ら
れ
た
白
樺
の
「
木
床
義
歯
」
の
話

で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
歯
科
医
師
の
中
村
喜
一
、
高
木
一
郎
の

両
氏
は
現
に
活
蹄
中
の
方
で
あ
る
し
、
そ
の
作
成
に
直
接
に
当
ら
れ
た

木
彫
家
の
山
本
雅
彦
氏
も
九
十
歳
を
越
え
て
い
る
が
健
在
で
あ
る
。

こ
れ
は
著
者
の
仮
説
の
「
木
床
義
歯
の
ル
ー
ツ
は
仏
師
の
木
彫
技
術

で
あ
る
」
と
い
う
も
の
の
実
証
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
結
び
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

関
心
を
も
つ
方
の
一
読
を
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
榊
原
悠
紀
田
郎
）

〔
デ
ン
タ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
・
東
京
都
千
代
田
区
神
田
多
町
二
’
四
傘
長

ビ
ル
、
電
話
○
三
’
三
二
五
六
’
五
八
八
六
、
平
成
六
年
四
月
、
Ｂ
５

判
・
一
八
六
頁
、
一
二
、
○
○
○
円
〕

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
著
、
中
村
妙
子
・
友
枝
久
美
子
訳

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
〔
そ
の
生
涯
と
思
想
〕
Ｉ
』

翻
訳
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
が
実
現
せ
ず
今
日
に
至
っ
た
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研
究
の
基
と
も
な
る
こ
の
伝
記
の
入
手
が
困
難
な

こ
と
は
研
究
を
は
ば
む
も
の
で
も
あ
り
、
ま
た
多
忙
の
な
か
を
原
著
を

読
む
の
も
仲
々
苦
労
が
あ
る
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研
究
の
盛
り
上
が
っ

て
い
る
昨
今
翻
訳
さ
れ
、
尚
名
訳
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
時
宜
を
得
て

い
て
真
に
嬉
し
く
、
時
空
出
版
や
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら
の
御
礼
を

申
し
上
げ
た
い
・

本
吉
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
自
身
が
残
し
た
膨
大
な
資
料
を
中
心
に
、

彼
女
を
直
接
知
っ
て
い
る
人
々
や
、
親
交
の
あ
っ
た
人
人
か
ら
の
資
料
、

情
報
提
供
を
裏
づ
け
資
料
で
確
認
し
つ
つ
実
像
に
迫
っ
た
伝
記
で
あ

ヅ
（
》
Ｏ

原
著
は
全
二
巻
で
あ
る
が
、
翻
訳
は
全
三
巻
で
あ
る
。

第
一
巻
は
二
部
に
わ
か
れ
、
第
一
部
志
（
一
八
二
○
～
五
四
）
、
第
二

部
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
一
八
五
四
～
五
六
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
部
志
（
全
十
章
）
で
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
屈
し
た
上
流
階

級
の
あ
り
よ
う
。
豊
か
な
感
受
性
と
、
す
ぐ
れ
た
才
能
を
も
つ
生
き
生

き
と
し
た
少
女
が
、
そ
の
階
級
の
な
か
で
恵
ま
れ
た
人
的
交
流
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
、
上
流
階
級
の
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
つ
つ
、
自
己
の
使

命
は
何
か
と
模
索
し
つ
つ
女
性
へ
と
成
長
し
て
ゆ
く
過
程
が
克
明
に
描

か
れ
て
い
る
。

宗
教
的
思
想
に
つ
い
て
は
私
は
知
識
も
乏
し
く
、
共
感
も
充
分
と
は

い
え
な
い
が
理
解
は
で
き
る
。

自
己
に
課
せ
ら
れ
た
召
命
が
、
看
護
へ
の
道
で
あ
る
と
悟
っ
た
と
き
、

そ
の
当
時
の
看
護
婦
を
み
れ
ば
必
然
的
に
家
族
に
逆
う
こ
と
に
な
り
、
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家
族
と
の
葛
藤
に
深
刻
に
悩
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト

の
召
命
ゆ
え
に
最
後
ま
で
自
己
の
意
志
を
堅
持
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。
第
三
章
・
精
神
生
活
か
ら
第
七
章
独
身
生
活
は
、
特
に
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
内
面
の
苦
悩
と
、
強
い
自
己
実
現
へ
の
希
求
が
手
に
と
る

よ
う
に
伺
わ
れ
、
息
を
の
み
っ
つ
読
ん
だ
。

第
二
部
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
全
十
三
章
）
で
は
、
自
己
の
意
志
と
陸
相

と
の
要
請
が
相
ま
っ
て
、
ク
リ
ミ
ア
に
赴
任
し
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

活
躍
ぶ
り
が
生
生
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
世
間
で
は
ク
リ
ミ
ァ
の
天
使

と
か
ラ
ン
プ
を
持
つ
貴
婦
人
と
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
美
化
す
る
か

の
如
く
、
人
々
に
奉
仕
と
慰
さ
め
を
与
え
た
看
護
婦
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

に
強
い
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
、
優
し
さ
と
忍
従
、
自
己
犠
牲
の
精
神
が

う
た
わ
れ
た
。
そ
れ
も
一
つ
の
側
面
で
は
あ
ろ
う
が
す
べ
て
で
は
な
い
。

実
体
は
軍
隊
と
い
う
強
大
な
男
性
社
会
の
中
に
入
っ
て
、
女
性
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
の
数
々
の
辛
苦
で
あ
る
。
男
性
顔
負
け
の
偉
大
な
政
治

家
で
あ
る
と
同
時
に
、
女
性
な
ら
で
は
の
管
理
の
諸
様
相
が
手
に
と
る

よ
う
に
伺
え
る
。
活
用
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
を
活
用
す
る
ど
ん
欲
さ
、

そ
の
頭
脳
の
明
せ
き
さ
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
舌
を
巻
か
せ
た
）
、
如
何

な
る
場
面
で
も
失
わ
な
か
っ
た
冷
静
さ
（
レ
デ
ィ
と
し
て
の
態
度
）
兵
士

達
へ
の
援
助
の
諸
活
動
、
配
下
の
看
護
婦
達
の
宗
教
的
対
立
の
調
整

等
々
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
自
身
の
病
に
至
る
ま
で
の
超
人
的
活
躍
ぶ
り

が
膨
大
な
資
料
を
駆
使
し
て
描
か
れ
て
お
り
読
む
者
の
感
動
を
さ
そ

う
。
四
○
○
頁
余
の
も
の
で
あ
る
が
内
容
は
ず
し
り
と
重
く
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
が
目
の
前
に
い
て
動
い
て
い
る
よ
う
な
緊
迫
感
に
お
そ
わ
れ

た
0

時
間
を
か
け
る
読
書
の
楽
し
み
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
っ
た
。

著
者
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ク
ッ
ク
（
一
八
五
七
～
一
九
一
九
）
は
英
国
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
一
八
九
五
～
一
九
○
一
年
ま
で
デ
ィ
リ
ー
・
’
一
ユ

ー
ズ
の
主
筆
で
あ
っ
た
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
没
し
た
時
、
ク
ッ
ク
は
五
三
歳
と
い
う
人
間
と

し
て
も
円
熟
期
に
あ
り
、
職
業
上
か
ら
も
身
近
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
を

把
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
名
著
を
生
む
原
動
力
の
一
つ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
丹
念
に
資
料
に
あ
た
り
、
そ
の
裏
づ
け
の
正
確
さ
は

他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
装
値
も
書
物
の
内
容
と
見
事
に
マ

ッ
チ
し
て
い
る
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
グ
リ
ー
ン
の
布
地
に
金
箔
の
文
字
、
見
返
し
の

模
様
も
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ー
ズ
、
一
○
○
％
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時

代
の
イ
ギ
リ
ス
を
感
じ
る
。

こ
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ー
ズ
の
ポ
プ
リ
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

愛
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
心
に
く
い
装
帳
で
は
あ
る
。
読
書
の
楽
し
み

が
倍
加
さ
れ
る
。

多
く
の
人
々
に
読
み
つ
が
れ
、
愛
蔵
し
て
欲
し
い
耆
物
で
あ
り
、
つ

づ
く
二
・
三
巻
も
楽
し
み
で
あ
る
。

（
山
根
倫
子
）

〔
時
空
出
版
・
東
京
都
文
京
区
小
石
川
四
六
’
三
、
電
話
○
三
’
三
八
一

二
’
五
三
一
三
、
一
九
九
三
年
一
二
月
二
○
日
刊
、
Ａ
５
判
、
四
○
八

頁
、
定
価
三
、
三
○
○
円
〕

502(106)


